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『こころ』を読んで 
 

学年主任  

 

  2学期になって現代文の授業で、夏目漱石の『こころ』を読んでいますね。恋に落ちてしまうKと先

生の苦悩やエゴイズムが描かれています。恋のすばらしさよりも、どちらかというと恐ろしいところが強

調されている作品です。こんなに苦しむんだったら、恋なんてと思う人もいるかもしれません。しかし恋

は、よく風邪にたとえられるように、気がついたら恋をしてしまっていて、いつのまにか醒めているもの

のようです。自分ではどうしようもないところで、あまりに悩まされるのは、避けたいですね。恋をしてし

まったら、一歩引いて、少し冷静に自分を見つめてみる余裕を持つことができればいいですね。 

  『こころ』では、恋の罪の部分が主に描かれていましたが、恋にも当然すばらしいところがあります。 

恋をすると、まるで病に感染したかのように、相手のことを四六時中考えずにはいられなくなり、他の

ことが手につかなくなったりします。しかし恋をすることで相手のことをもっと知りたいと思うようになり、

相手を思いやる気持ちが生まれます。さらに衝突したり傷つけあったりする中で、お互いを認め、成長

していくものです。相手に少しでも気にくわないことがあると、すぐに別れてしまったり、傷つきたくない

から接触を避けてしまうと、恋のすばらしさはいつまで経ってもわからないでしょう。 

  エーリッヒ・フロムという心理学者・哲学者は、『愛するということ』という書物の中で「愛は技術で

ある。」と言っています。愛とは与えるもので、与えてもらうものではない。孤独を癒すためにスマホや

ケータイを使って常に誰かとつながっていたい。しかし接触はしたくない。そういう人たちは、誰かに縛

られたくない、自分が一番大切だと思っているから、誰かと深くかかわって傷つくことを極端に恐れて

います。そして孤独の苦しみから逃れるために自由を放棄し、何かに依存してしまう。独立した一人の

人間として互いに尊重して深くつきあうのではなく、孤独を一時的に忘れるために、何かにしがみつ

き、あるいは何かを支配することで自分を拡大させていく。そういう意識や感覚を持とうとする。それは、

愛ではないとフロムは言っています。 

  愛されることばかりを求めて自分から愛そうとしなければ、ほんとうの愛はわからないのですが、で

は「与える」ことができる人間になるためには、どうすればいいのでしょうか。まずは「自分が一番大

切」というナルシシズムを克服する必要があります。ただナルシシズムを完全になくしてしまうというこ

とではありません。相手の気持ちを自分に置き換えて考えるためには、ナルシシズム(自己愛)が必要

です。自己愛が強くなりすぎるのが問題なのです。強くなりすぎると利己主義へ向かってしまいます。 

  人を愛するために必要なものが四つあるとフロムは言っています。相手の気持ちや立場を考える

「配慮」。相手が自分と平等に価値のある大切な存在であることを認める「尊重」。相手の精神的な

求めに応じる用意である「責任」。相手を知ることによって自分を知るという「理解」。この四つの基

本的な要素が愛には必要だということです。『こころ』の先生が苦しみ続ける原因であった利己心を

克服するための一つのヒントがここにあるかもしれません。 
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もうすぐ「修学旅行 IN 奄美大島」そこで！！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

学年団の先生たちに高校時代に行った修学旅行の思い出を聞いてみました。 

 

「ニュージーランドファームステイ🏠数万頭の乳牛🐄が放牧されている農場でバギー

操作初体験」    👩現地の自然や文化に触れたのですね！ 

「全身ボディペイントをして、学年レク🎵でパフォーマンス💃」 

👩短い学生時代に友人たちと関わり思い出作りができたのですね！ 

「スキー合宿⛷で、発熱！ ホテルでイメトレ！  

あと 0.1度体温上がれば病院🏥送り→自宅のスリルを味わうことに！」            

    👩今現在、スキーは上達したかな。 

「沖縄で民謡ライブ🎵三線と一緒にギター🎸でセッション」 

  👩イ－ヤ－サ－サ－🎵 

３８回生の皆さんも人生最高の思い出のひとつとなる 

修学旅行にしましょう！！！✈ 

 

 

 

 

 

🏫今後の予定🏫 

   １０月 ２０日（水）          １～５限 ４０分授業    ６限 薬物乱用防止講演会   

         ２６日（火）         １～５限 ４０分授業    ６限 人権教育講演会  （火６限⇔水６限） 

２９日（金）          １～６限 ４５分授業 + 大掃除３０分 

３０日（土）          オープンハイスクール           

       ３１日（日）          ２年進研模試  

   １１月  ５日（金）           創立記念日 

         8日（月）           １～３限 授業  ４限 修学旅行結団式  

 9日（火）～１２日（金）修学旅行 

そもそも修学旅行って⁉ ミニ知識 

 

☝日本における修学旅行的な学校行事は明治時代に遡るとのこと。 

「短い学生時代に友人たちと一緒に昼夜を過ごす共同生活の体験をとおし、対人

関係の望ましい態度や習慣を身につける」 

「平和に関する実物の資料に触れるなど、平素と異なる生活環境（現地の自然や

文化など）に親しむ中から見聞を深める」 

「集団生活や公衆道徳の在り方について望ましい体験を積む」体験を通し、「多感

な世代の人間形成に大切な役割を担う」 

 

 


